
科目名

Subject

開講年次 1 開講時期 集中 単位 1単位

必修／選択 選択 授業形態 演習 時間 30時間

実践的教育

知識・技能 主体的行動力 課題解決能力
多様な価値観や考え
方を理解し、受け入

れる能力

日本の伝統と文化を
理解し、美意識を備
えて行動できる能力

美しく生きる力を
実践できる能力

◎ 〇 ◎ 〇

科目の概要

授業方法

授業の目標

時間外学習
（予習・復習）

履修上の注意

本科目履修と
関連する資格

資格名

教材

教科書

千葉　博

レポートに対して、コメントを返します。

○

実習を通して、
主体的に考え行動する重要性を学び、日頃から主体的に行動することができる。
社会人との関わりから多様な価値観を学び、自分の軸を整理し言葉にすることができる。

・自分の強み、持ち味を認識し今後の指針にできる。
・今後の成長課題を見つけ、改善するための実行計画を立てることができる。

情報収集、計画立案、実行、振返り、成果発表の一連の中でPDCAを回す習慣を身につけることができ
る。

実習中毎日日誌記入（概ね20分）
実習レポート作成（概ね２時間）
成果発表（プレゼン）準備（概ね２時間）

教科書・教材

PROG受検結果、PROGの強化書（リアセック社）

教員作成資料

特になし

特になし

「国内企業インターンシップ」「ボランティア」「海外インターンシップ」など学外の活動により、
リアルな社会、多様な価値観に触れながら、自分の持ち味（強みや成長課題）を考え確立していく。
実習中は主体的に考え行動すること、日々振返り改善行動することが求められる。
※長期休暇を利用した集中講義型

・企業インターンシップ：５日程度～１０日の企業インターンシップを体験する
学校が推薦する実習または、自己開拓し学校が認めたものを対象とする。
・ボランティア：期間内容はボランティア先によって異なる（期間３日程度～）
学校が推薦するボランティアまたは自己開拓し学校が認めたものを対象とする
複数のボランティアを体験することを推奨する
・海外インターンシップ：学校が指定する実習内容を対象とする（詳細は別途広報）

主な学習効果

ZOOMによるオンライン授業（事前講義、事後講義）
実習内容は実習先による。（現地にて対面またはリモート）

社会を知る

Understanding of Society
教員名

参考文献

使用設備・備品

YAMANO 2021　

評価方法
事前教育２０％、実習レポート５０％、事後教育３０％

なお、出席数が不足の場合は評価対象とはしません。

積極的な参加が求められます。（学外の協力を得て実施するため）

学生へのフィー
ドバックの方法

特になし



授業内容 到達目標 予習・復習・備考

第１回

オリエンテーション
インターンシップ・ボランティ

アについて学ぶ

参加する意義を理解し、説明
できる

自分が参加したい実習について調べる

第２回 実習先での目標を決める
実習先で何を身につけたいか
を決め、文章にすることがで
きる

実習先について調べる

第３回 目標共有、宣言する 目標を宣言することができる
他社の発表を参考に自分の目標の見直
しをする

第４回
実習参加①

実習先の全体像を知る
実習内容からの気づきを文章
にすることができる

振返りを行う
日誌を記入する

第５回
実習参加②
質問する

実習内容からの気づきを文章
にし、実践計画を立てること
ができる

振返りを行う
日誌を記入する

第６回
実習参加③

アドバイスをもらう
事前目標と照らし合わせ見直
しができる

振返りを行う
日誌を記入する

第７回
実習参加④

アドバイスを活かす
見直した計画を実践すること
ができる

振返りを行う
日誌を記入する

第８回
実習参加⑤
学びをまとめる

実習内容の学びを説明するこ
とができる

振返りを行う
日誌を記入する

第９回
実習参加⑥
学びを実践する

実習中に感じた自分の強みを
説明することができる

振返りを行う
日誌を記入する

第１０回
実習参加⑦

課題を整理する

実習中に確認した自分の成
長課題を説明することができ
る

振返りを行う
日誌を記入する

第１１回
実習参加⑧
計画を立てる

今後の成長計画を立てること
ができる

振返りを行う
日誌を記入する

第１２回
実習参加⑨
実践する

立てた成長計画を実践するこ
とができる

振返りを行う
日誌を記入する

第１３回
参加報告会

学びを振返り整理する
自分の体験を人に説明できる

報告会の振返りを行う
プレゼン準備を行う

第１４回
発表回

経験を伝え、他者から学ぶ
体験を分かり易く説明するこ
とができる

学びの振返りを行う

第１５回 まとめ
実習での学びを今後に活か
す計画を立て実行することが
できる

学びの振返りを行う

授業計画


